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所謂Hurthle Cell Tumorの再検討
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　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て検討を行なつた。すなわち類円形乃至多角形の細胞

　従来一般にHtirthle　cell　tumorと呼称されて来　　で，胞体は微細穎粒状で，高度の好酸性を示し，核は

た甲状腺唾は歴史的には1898年A’ 唐汲≠獅≠嘯刧@が甲状　　　ヘマトキシリンに濃染し，時にはPyknoseに陥つて

腺機能充進症の甲状腺の中に大型の好酸性の胞体を有　　いることもある。このような好酸性細胞が甲状腺唖の

する細胞集団に注目したのにはじまる。ついで1907年　　全体を占めるか或いは甲状腺腫の一部に集団状に認め

Langhans②は結節性甲状腺唾の中に同様の細胞集団　　　られる症例について検討を行なつた。

を認あ．これにgrosszellige　kleinalveolare　S七ru一　　成績
ma・の名称を与えた。その後1928年Ewing③はこの　　　病理組織学的検討を行なつた甲状腺腫1ユ22例の臨床

細胞がHttrthle④によつて報告された仔犬の甲状腺　　　的分類はバセドウ氏病及び甲状腺中毒症325例，単純

における濾胞間細胞と類似していることから，このよ　　性結節性甲状腺腫537例，．悪性甲状腺腫162例，甲状

うな細胞からなる甲状腺唾に対してHtirthie　cell　　、腺炎98例である。これらのうち単純性結節性甲状腺腫

tumorと命名した。　しかしながら仔犬の甲状腺にお　　　の13例に前記の形態学的特性を示す好酸性細胞が認め

ける濾胞間細胞に関してはHlirthle以前に既にBa一　　られた。

ber⑤（亘）が2回に亘つて報告している。　　．　　　　　　　単純性結節性甲状腺腫に好酸性細胞が認められた13

　以上の如く，所謂HUrthle　celt　tumorはHtir－一　　例の臨床的事項について述べると，年令は18才から51

thleの報告とは直接の関係はなく，従つてWillis⑦　　　才に及び・性別頻度は女性12例・男性1例で，結節の

も指摘している如く，1｛ttrthle　cell　tumorの名称は　　　大きさは鳩卵大から鶏卵大までのものが多いが，1例

必ずしも適切ではないが，Ewing以来現在なお習慣　　は小児頭大であつた。臨床症状として圧迫症状は小児

的にひろく用いられている。　　　　　　　　　　　　　頭大の結節を有する1例に軽度に認められたのみで，

　HUrthle　cell　tumorの報告例は欧米に比較して本　　　他の12例には認められなかつた。また甲状腺機能尤進

邦では少く，教室の篠原⑧の集計によると1960年まで　　症状は全例に認められなかつた。甲状腺機能検査成績

に20例の報告がみられるに過ぎない。このように本邦　　ではPB工・18tl　uptake・基礎代謝率等は全例正常を

においてHUrthle　ce1正tumorの報告が少い理由と　　示していた。

しては本腫瘍に関する認識の不足と，組織学的診断基　　　これら13例の組織学的所見について述べると，13例

準の不明確なことによるものと考えられる。　　　　　　中1例は結節全体がエオジソに好染する大型，類円形

　著者は最近10年間に丸田外科教室において取り扱っ　　の胞体で，ヘマトキシリンに濃染する小型の核を有す

た甲状腺疾患を病理組織学的に検討した結果，HUr一　　る細胞からなり・一部にわずかながら索状或いは濾胞

thle　cell　tumorについていさxかの知見を得たので　　　状構造がみられる（写真1）。他の12例はいずれも結

報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　節の一部に好酸性細胞の集団がみられるものであつ

　　　研究材料及び研究方法　　　　　　　　　’　　　て，結節の組織学的分類は管状腺腫4例，コロイド腺

　1953年4月より1962年12月までに丸田外科教室にお　　　腫3例・索状腺腫2例，腺腫様甲状腺腫（adenoma一

いて取り扱った甲状腺疾患のうち，切除甲状腺組織を　　　tous　goiter）2例・濾胞状腺瞳1例である。写真2は

病理組織学的に検索し得た1122例にっいて検討を行な　　　管状腺腫の一部に好酸性細胞が認められたもので，＝9

つた。これらの甲状腺組織を10％ホルマリソに固定し　　　オジソに好染する大型の細胞が集団状に散見される。

た後ヘマトキシリン・エオジン染色による組織標本を　　　これを更に詳細に観察すると，写真3の如く，管状腺

作製し，以下に述べる形態学的特性を示す細胞にっい　　腫を構成する腺腫細胞から好酸性細胞に至る種々の移
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H－E染色，　400×

腺腫細胞から好酸性に至る移

てみられる。
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H－E染色，　400×

好酸性細胞による脈管侵襲

行像が認められる。また写真4に示す如く，胞体の好　　示している。

酸性化と核の濃染はほ冥平行して認められることが多　　　以上述べた如く，単純性結節性甲状腺腫で好酸性細

い。或いは写真5，6に示す如く，胞体は類円形を示　　　胞が認められるものの中には・結節全体が好酸性細胞

さず，むしろ多角形を示すこともある。また写真7に　　　によつて構成されている場合と，結節の一部に好酸性

示す如く，胞体の好酸性化，核の濃染等は明らかにみ　　　細胞の集団が認められる場合とがあるが，前者におい

られるが，細胞は中等大であることもある。これらの　　　ては好酸性細胞の配列から管状腺唾或いは濾胞状腺腫

好酸性細胞にはいずれも細胞及び核の大小不同，不規　　　の組織構造をうかN’うことが出来・後者においては非

則な細胞配列，核分裂像等所謂悪性腫瘍を思わせる所　　　好酸性の腺腫細胞から好酸性細胞に至る種々の移行像

見は全く認められないが，13例中1例には被膜侵襲　　を認めることが出来る。以上の事実から単純性結節性

が，他の1例には脈管侵襲が認められた。写真8は好　　　甲状腺腫にみられる好酸性細胞は腺腫細胞が何等かの

酸性細胞による被膜侵襲を示すもので，写真9は脈管　　　原因によつてその性状或いは染色性を変えたもので，

侵襲を示すがこれを更に強拡大で示すと，写真10の如　　　その変化の程度により好酸性細胞が結節全体を占める

く，脈管内に侵入せる細胞群の中に好酸性細胞が認め　　　場合と，結節の一部に集団状に認められる場合とがあ

られる。写真11も同様に好酸性細胞による脈管侵襲を　　　るものと考えられる。
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　　　考　　按　　　　　　　　　　　　　　　　　　移行が認められる。以上の事実からHamper1⑱も述

　HUrthle　cell　tumQrの報告は欧米においては比較　　　べている如く，所謂Httrthle　celi　tumorにおける

的多く，Horn⑨は75例，　Gardner⑩et46例，　Frazel1　　好酸性細胞は甲状腺濾胞上皮細胞が何等かの原因によ

等⑪は4・例，Ch・・ky等⑫は25例，　G・ld・・berg⑬は　り性状を変えたものであり，その変化の簸により上

22例を報告しているρ　しかしながら本邦における　　皮細胞の好酸性化が結節の一部に限局しているものか

Htirthle　cell　tumorの報告例は少く・教室の篠原の　　　ら結節全体に及ぶものまで種々あるものと考えられ

集計によるとコ960年までに20例の報告がみられるに過　　　る。一般に結節全体が好酸性細胞によつて占められて

ぎない。これらの報告にみられるHUrthle　ce11　tu－一　　いるものをHlirthle　ce菰tumorとしている入が多

morの組織学的診断基準は報告者によつて可成り異　　　いが，中には結節の一部に好酸性細胞の集団が認めら

るようであるが・これはさきに述べた如く・HUrthle　　｝］LるものをもHUrthle　cell　tumorとしている人が

・ell　t・m。・の名称がHti・・hl・の報告④と｝撫関係　ある。　Wi1，。，k，等⑲は。のようなもの闘して

であつて本疾患の慨念に不明瞭な点があることによる　　　adenoma（或いはcarcinoma）with　Hlirthle　cell

ものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　changeとすべきであると述べている。またHam一

　著者は本研究をすXめるにあたつてまずHUrthle　　perl⑳は従来のHtirthle　cell　tumorの名称をすて

cel1と称されて来た細胞の形態学的特性を「類円形　　て好酸牲細胞をoncocyteと命名し，結節全体が

乃至多角形の細胞で，胞体は微細穎粒状をなし，・高度　　　oncocyteよりなるものをoncocytoma（benign　or

の好酸性を示し，核はヘマトキシリソに濃染し，時に　　　皿alignant），結節の一部にoncocyteの認められる

はPyknosqに陥つていることもある。」と規定する　　　ものを曲enoma（或いはcarcino皿a）with　once一

ことxした。このような細胞をかりに好酸性細胞と呼　　　cytic　degeneration（or　transf。rmati。n）と記載』

ぶと，著者の成績では好酸性細胞は外科的治療を行な　　することを主張している。いずれにしろ結節全体が好

つた甲状腺疾患1122例中13例1．2％に認められた。　　　　酸性細胞によつて構成されている場合には従来の慣例

　これらの好酸性細胞を認めた甲状腺腫を検討する前　　　に従つてHtirthle　cell　tumorと呼ぶか，或いは

に，著者が行なつた好酸性細胞の組織学的基準につい　　　Hamper1⑳に従ってoncocytomaと呼ぶことが妥当

て検討すると，所謂Hi’rthle　cell　tumor以外の甲　　　と考えられるが，結節の一部にのみ好酸性細胞が認め

状腺疾患で好酸性細胞が認められる疾患、としては橋本　　　られる場含には結節を構成する非好酸性細胞の組織像

氏甲状腺鍾が一般に知られている。Friedman⑭，　　　によって診断を決定すべきであり，このようなものを

Parmley⑮，　Levitt⑯等は橋本氏甲状腺腫における　　　もHiirthle　cell　tum。r或いはonc。cytomaと呼ぶ

上皮細胞の変化と所謂HUrthle　cell　tumorにおけ　　　ことは適当ではない。従つて箸者の症例では13例中

る好酸性細胞とをpm　一一の病変とみなしているが，薯巻　　H茸rthle　celi　tLIIllorに相当するものは1例のみで残

の成績⑰では橋本氏甲状腺腫における濾胞上皮細胞は　　　りの12例はすべてaden。maに磁rthle　cell様変

軽度の好酸性変化を示す明るい胞体で，、時には膨化せ　　　化を伴つたものである。

るかの如き像を示すこともあり，核はむしろ色質に乏　　　好酸性細胞による被膜侵襲及び脈管侵襲は13例中2

しく、ヘマトキシリンに淡染するものであつて，著者　　　例に認められたが，教室の沢田＠も述べてN，）る如く被

の規定した好酸ifk細胞とは異なつた性陪のものと考え　　膜侵襲及び脈管侵襲は単純性結節性甲状腺腫にまれな

られる。かくの如く好酸性細胞の組織学的基準の定め　　　らず認められるものであり，これらを以つて直ちに悪

方によつてその成績が異るのは当然であるが，本研究　　　性と決定することは危険である。

においては所謂HUrthle　cell　tumorの慨念を明確　　　HUrthle　cell　tum。rセこおける好酸性細胞の起原に

にする為に，好酸性細胞を前記の如く特に厳密な基準　　　関し，かつては濾胞間細胞にその起原を求めんとする

の下に取り扱つた。以上の組織牽的基準による好酸性　　説③④⑥，GctzOwa⑳の終鯛体から発生するとの説，

細胞は単純性結節性甲状腺腫13例に認められた。これ　　　或いはEisenberg等⑳の上皮小体細胞の甲状腺内迷

らの13例中1例は結節全体が好酸性細胞によつて占め　　　入によるという説等があつたが，現在では好酸性細胞

られたもので，残りの12例は結節の一部に好酸性細胞　　　の起原を濾胞上皮細胞に求めんとする考え方が支配的

を認めたもので，この際好酸性細胞は比較的広範囲に　　　である。著者の研究成績においても結節を構成する非

認められるものから結節の一部に散見されるにすぎな　　好酸性細胞と好酸性細胞との間に種々の移行像がみら

いものまで種々である。また好酸性細胞の集団の周辺　　　れることから，本細胞は腺腫細胞が何等かの原因によ

には非好酸性の腺腫細胞から好酸性細胞に至る種々の　　　ってその性格を変えたものと考えられる。しかしなが
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ら腺唾細胞の好酸性化の原因及び好酸性細胞の機能的　　thlc－－Cell　Cancer　of　the　Thyrold．　Cancer，

意義等に関しては現在なお明らかでない。これらは今　　　4；952－956，1951．　　⑫Chesky，　V．　E．，　et　ai：

後に，残された興味ある研究課題である。　　　　　　　　Httrthle　Cell　Tumqrs　of　the　Thyroid　Gland・J・

　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　Clin．　Endocrinol．＆Metab．，11：1535－1548，1951．

　　所謂Htirthle　cell　tumorを再検討する為に過去　　　⑬Goldenbe「9・1・S・：Htt「thle　Cell　Ca「cinoma・

ユ0年間に丸田外科教室において取り扱つた甲状腺腫　　Arch・Sur9・・67：495－501，1953・　⑭Friedman，

】122例を病理組織学的に精査して次の結論を得た。　　　．N・B・：Qellular　Involution　in　the　Thyroid

　　1．類円形乃至多角形の細胞で，胞体は高度の好酸　　Gland・J・Clin・Endocrino1・＆Metab・・9；874－一

性を示し，ヘマトキシリンに濃染する核を有する細胞　　882，1949・　⑮Pa「mley・C・C・et　al：LymPh一

を好酸性細胞とすると，このような細胞は甲状腺腫　　　adenuid　Goiter・Arch・Surg・・53：190－198・

1122例中13例L2％に認められた。　　　　　　　　　　1946・　　⑯Levitt・T・：The　Thyroid・Livings－

　　2．こゐうち1例は結節全体が好・酸性細胞によつて　　　tone　Co・・Edinbu士gh＆London・1954・

占められている所謂Httrthle　cell　tumofセこ相当す　　　⑰飯田太：甲状腺炎に関する研究第2編橋本氏甲状

るものであるが，．残りの12例はいずれも結節の一部に　　腺腫に就て，日外会誌，59：1749－1759．1959．

好酸性細胞が認められるものであ．り，好酸性細胞と非　　　⑱Hamperll　H・：Benign　and　Malignant　OIlco一

好酸性．の腺腫細胞との間には種々の移行が認められ　　　cytoma・Cancer・15；10ユ9”1027，1962・

る。　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　⑲Wilensky，　A．0．，　et　a工：Hurthle　Cell　Tut　or

　　3．Htirthle　Gell　tumorにみられる好酸性細胞は　　　of　the　Thyroid　Gland・Surg・Gynec・＆Obst・，

腺種細胞が何等かの原因で性格を変えたものと考えら　　66：1－－10・1938・　　⑳Ha皿perL　H・：Ollc。cytes

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　the　So－ca！led．Httrt，hle「Cell　Tutno’r・Arch・

　　　　　　文　　献　　　　　　　　　　　　　　　　　Path．，49：563－567，1950．　　⑳沢田久雄：単純性

①Askanazy，　M．：Path。iogisch－anatomische　Beit－一　　結節性甲状腺腫に関する研究　信州医誌セヒ掲載予定

rtige　zur　Kenntnis　des　Morbus　Basedowii，　ins一　　⑳Getzowal　S・：Ueber　die　Glandula　parathyre－

besondere　tiber　die　dabei　auftretende　Muskel・－　　oidea，　intrathyreoideale　Zellhaufen　derselben

．erkranku皿g，　Deutsches　Arch．　f．　klin．　Med．，　　　ttnd　Re帥e　des　postbranchialen　I〈Orpers．　Vir－

61：．ユ18－186，1898・　②L・ngh・1・＄・T・i　U・b・・　ch・w・A；・h・　L　P・th・An・t・，188・181「235・1907・

die　epitheli・1βn　F。・m・n　d・r　m・．lign・n　St・um・．　⑫Eisbnb・rg，　A・・A・，・ヒ・1・｝lli・thle　Cell　T・m・r；

Virchows　Arch．　f．　path．　Anat。，189：69－152，　　　Ai’ch・Paちh・，13：716－724，1932・

1907，．　③Ewing，　J，：Neoplastic　Disease，　Ed．　　　　　　ABSTR．ACT

e，S・・nd・・s．C・・，　Phil・d・iphi…928．・　④Ha・－　In°「der　t°．「e－evaluate　the　s°－called　H茸「thle

thle，　K．：Beitr註ge　zur　Kenutnis　des　Sekretions－．　　　cell　tumor・1122　goiters　have　been　pathologi－

。。・g。。琶，・in　d。r　Shildd・tise，　Arch．　f．　d．　ges．．　・ally・x・mi・・d・Th…si・・。philic　cell・　discu－

PhysiΩL，56：1－44，1894，　　⑤Baber，　E．　C．：　　ssed　oll　this　study　are　round　or　polygonal　in

Contributions　to　th’?@Minute　Anatomy　of　the　．　Shape，　characterized　by　eosinophilic　cytoPlasm

Thyroid　Gla．nd　of　the　Dog．　Phil，　Tr．，　London，　　and　the　nucleus　well　stained　with　hematoxylin・

166；557－568，1877．　⑥Baber，　E．　C．：Resear－　　　　The　eosihophilic　cells　were　observed’　in　l3．

・h・＄bn　th・Min・t・St・u・’t・・e。f　th・Thy・・id　・・t。f　th・1・・1・229・ib・rs・th・t　w・・1・2％．　Ili・t・－

Glalld．　PhiL　↑r．，　London，172言577－608，1881／　　　10gically　the　13　goiters　were　adenoma　and　no．

1882．　、⑦Willis，　R，　A．：Path。エogy　of　Tumo－　　anaplasia　was　revealed　of　the　e。sinophilic

urs，　Ed．3，　Butterworth　Co．，　London，1960．　　　　　cells・The　eosillophilic　Gells．　were　observed　in

㊨篠原光男：1”lttrthle　Cell　Tumorの1例，信州医　　　the　enti「e　nodule．　in　only　one　of　the　13　adeno一

誌，9：900－904，1960，　　⑨Horn，　Jr．，．R，　C．：，　111　as　but　in　the　remaining　l2　the　cells　were

HUrthle－Cell　Tumors　Qf　the　thyroid，　Cancer，　　　partially　observed　in　some　part串of　tbe　nodu－

7：．234－・244，ユ954．　⑩Gardn町，　L．　W，：Htirthle　　les・Further　observation　revealed　various

Cell　Tumors　of　the　Thy，roid．　Arch．　Path．，59；　　transitions　from　adenoma　cells　to　the　・　eosino一
　　　　　　　　　　　ロ
372－381，1955．　　　⑭Fraze11，　E。　L。，　et　al：HUr－　　　philic　cells。



   From these observations it may be conclu- incomplete depending upon the extent of eosi-

ded that the eosinophilic cells are the products nophilic change. Only the nodule which has

of the transformation of tumor cells. The complete transformation to eosinophilic cel!s

transformation can be either complete or should be called Htirthle cell tumor.
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